






















6月,ASBは証明基準および SSAE第 1号改正のための公開草案(2) (以下
｢公開草案｣という)を公表 した｡その後,1999年1月に改正証明基準およ
び改正 SSAE第1号が公表され,1999年6月30日以降発行される証明業務
の報告書に適用されることにな っている｡本稿では ,証 明基準お よび
SSAE第 1号が改正された背景,内容を考察することによって,証明業務基
準の動向を探ることにする｡特に断らない限 り,SSAE第 1号についてはパ
ラグラフNo.を用いて本文中に注記す る｡なお,本稿では , "criterion




















































































































































































































































































































































































































































































































としては, C.が新たに設けられ,d.お よび fが一部修正 され,さらに
g.(2)が変更されている｡











SSAE第 1号を SSARS第 1号および SAS第71号と比較することによって
改正点を考察し,次に監査との関係を考察するo














































































念および リスク ･アプローチを適用するための具体的指針が不足 している｡






Mark EPeecher,Assurance Services.An lnlroduction and Applications,
Instruclor'sversion,South-WesternColegePub1.,1999,では,ともに最近の会計士証
明業務の例としてこれら3つの同じ例が使われている (Ricchiute(1998),p5,p.7.,












































(22)AICPA とカナ ダ勅許会計 士協会 (CICA CanadianInstituteofChartered
Accountants)の共同プロジェクトによる,インターネットを通じて取引をする企業の
内部統制等を外部に対して保証する (WebTrust)会計士の監査に基づく報告書では,
監査の実施およびマネジメントの言明について,いずれも ｢私たちはAICPA/CICAの
規準に準拠して-監査を行った∴ ｢内部統制等が有効に維持されているとのマネジメ
ントの言明は AICPA/CICAの規準に準拠して適正に表明されている｣と記載される
(http//wwwaicpa.org/webtrust/recipes/Accountanthtm)O
(23)監査報告書における ｢適正表示｣とGAAPとの関係については,山浦久司稿 ｢適正
意見の意味の再確認とわが国へのインプリケーション｣,『会計』第151巻第3号に詳し
い｡
(24)SSARS第1号とSAS第71号との手続の違いについては,前掲拙稿 (1998年11月)杏
参照されたい｡
(25)拙稿 ｢米国証明 (attestation)基準の最新動向とわが国における基準設定｣,『JICPA
ジャ-ナル』第11巻第5号 (1999年5月)0
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